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緒言

本報告は 編岡縣若杉山に成林 している ヒノキ林の樹幹に於ける容積重の分布状態

を調べた結果である。

供試木は福岡営林 署の寄贈 を受け、実験には高田主計氏の助力を得だ。両 本研究は

文部省科學研究費に依 り行つた。いつれ も深甚の謝意を表す。

皿 研究の材料並に実験と計算の方法

實験の材料は福岡 縣若杉 山國有林 より 供試木3本 を選定 して探取 した。第1表 に

供試木 の樹齢 、胸高直径 、樹高及び枝下高を示す。

第1表

供 試 木 樹 齢 胸 高 直 径 樹 高 枝 下 高 生 長 駅 態

番 號(年)(cm)(m)(m)

1804023 .409.45良 好

II73、3221.6012.30中 麿

III823321.6511.60中 庸
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試料 の製作方法 と實験の方法並びに 實験 に依 り得 たる 資料の整理計算の方法は先

に登表せる報告(1){21(3)の場合 と全 く同一である。但 し試料 の年輪間隔は5年 としfe。

IIL實 験 の 結 果

(1)、 各供試木 に就い て、毎5年 當 りの容積重 と、それ等が占める圓盤面の面積 と

の測定値 を第2表 、第3表 、第4表 に示す。

(2)、 各供試木の各圓盤の容積重を第5表 に示す。

(3)、 各供試木 の標準容積重、容積重 の最小値 と最大値、並びに容積重の分散範囲

を第6表 に示す。

(4)、 各供試木の各圓盤に於ける標準容積重 の現 はれる度数牽を第7表 に示す。

第2表 第1號 木 の容積 重.r.(9/cm3)と 面積 ㎝α.(cm2)の 測 定値

mは 樹 幹の下方 よ り上方 に向って2mの 間隔 に探 った圓盤番號,但1號 圓盤 は地上1.3m。

nは 圓盤の外方 よ り内方 に向って5年 の間隔に分割 した輪 櫓部の番 鵬。



第3表 第II號 木 の容積 重mγ 。1(9/cm3)と 面積mα.(cm2)の 測 定値
o'

第』4表 第III號 木 の容積 重mγ 。(9/cm3)と 面積mαn(cm2)の 測定 値



記鋭 は箪2表 滲照

第5表 供試木の圓盤の容積重(9/cm3)

9圓 盤番號は樹幹 の下方 より上方 に向って2m間 隔に操 った圓盤 を示す)

第6表 標準容積重(gノcm3)

第7表 標準容積重の現はれる度数牽



IV.結 論

福岡縣若 杉 山 のヒ ノキ林 よ り供 試木3本 を選 び(第1表 参照);そ の樹 幹 に於 ける

容積 重 の分布状 態 を調 べ た結 果 に依 れ ば、

(1)・ 樹 幹 の孚種 方 向に 於 け る容積 重 の分 布状態 は 、樹 幹全 般 に亘 り、樹心 部 が重

い ことは 明 かで あ る。 然 し下方 に あつ ては 中 間部最 も輕 く、外 側 部は 樹 心部 に次 い

で重 い。 而 して 上方 にな る程 内外 め差 が大 とな り、下 方 では 内外 の差少 く圓 盤全 面

の容積 重 が 比較 的一 様 で ある(第2,3,4表 参照)。

〔2)、樹 幹 の幹軸 方 向に於 け る容 積重 の分 布状 態 を圖示 すれ ば 第1圖 の如 くな る。

之 に よれ ば 明か に 下方 が輕 く上方 が重 い。而 して 中程 の高 さに至 る迄 はあ ま り容積

重 の変化 は な く徐 々に重 くなるが 、地上2/3以 上 か ら急 に容積 重 を増 加 してい く。

(3)、 樹 幹 の標準 容積 重 は、1號 木0.446士0.033(li!/cm3)、II號 木0.471士O.029(9/

cm3)・III號 木0・426士0・038(9/cm3)、 平 均0.447士0.032(9/cm3)。 樹 幹 に於 け る容積 重

の分散範囲 は 、1號 木0・300(9/cm3)、II號 木0.189(9/cm3)、III號 木0.204(9/cm3) 、平

均0.231(9/cm3)。

(4)・ 標準 容積重 の出現 す る度数 傘 と幹 高傘 との 關係 を示せば 第2圖 の如 くな る。

之 に依 る と標 準容積 重 の最 も多 く出現 す る 樹 幹の 部位 は何 れ の供 試木 も 地 上 よ り樹

高 の15%附 近 に あ る。

(5)、 要 す る に地 上より 樹 高 の約15%附 近 の樹 幹 部 に於 て 、互 に直交 した4個 の

半径を と り、其の半径 上で 中庸 の年 輪 幅 を有す る部 分 を選 ぶ。然 る時 は 其 の部分 の

年 輪 に沿 ふ て4本 の半径 か ら探つ た4個 の試料 で測定 した容積 重 の平均 値 は其 の樹

幹の代表 的 な値 を與 へ る もの と見徹 す こ とが 出來 る。
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